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《

研

究
ノ

ー

ト
》

文
学
史
研
究
の

方
法
的
反
省
の

た

め

の

一

観
察
叫

…

･

-

ソ

連
に

お

け

る

文
学
史
学
の

新
動
向

に

つ

い

て

藤

井

行

四 三 ニ ー

研
究

計

画
の

進

展

文

学
の

比

較
史

的

研

究
へ

の

動
き

『

世

界
文

学

史
』

の

構
想

文

学

史

認

識
の

主

要

特
徴

マ

ル

ク

ス

主
義
史
学
が

一

般
に

そ

う
で

あ

る

よ

う
に

､

マ

ル

ク

ス

主
義

文
学
史
学
も

ま

た
､

文
学
の

歴
史
に

か

か

わ

る

い

わ

ゆ
る

法
則
化
的
認
識

を

通
じ

て

人

間
解
放
の

た

た

か

い

に

寄
与
せ

ん

と

す
る

学

問
で

あ
る

と

言

っ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

し

か

し

な
が

ら
､

そ
こ

か

ら

し
て

､

法
則
化
的
文

学
史
認
識
と
い

､

フ

も
の

が

そ
の

ま

ま

無
妓
介
的
に

･

-
す

な
わ

ち
､

研

究

課
題
や

方

法
の

適
香

､

あ
る

い

は

認
識
対

象
の

是
非
な

ど

と
か

か

わ
り

な

く

-
人

間
解

放
の

た

た

か

い

に

寄
与
し

う
る

､

と

考
え
る

こ

と
は

妥
当

で

は

あ

る

ま
い

｡

言
い

か

え
れ

ば
､

マ

ル

ク

ス

主
義
文
学
史
単
に

あ
っ

て

も
､

い

わ

ゆ
る

〝

課
題
化
的
認
識
″

と

し

て

歴
史
学
者
の

中
か

ら

提
示
さ

,
申

れ

て

い

る

研
究
の

鑑
定
や

方
法
と
い

う
も
の

を

あ

ら

た

め

て

そ

な

え
る
こ

と

な

し
に

は
､

具
体
的
か
つ

歴
史
的
で

あ
る

は

ず
の

解

放
の

た
た

か

い

に

多
少
と

も

積
極
的
に

参
加
し
､

寄
与
す
る

こ

と

は

不

可
能
で

あ
る

､

と

考

え

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

そ

し
て

､

諸
外
国
の

マ

ル

ク

ス

主
義
文
学
史
学
の

研
究
動
向
に

つ

い

て

観
察
を

試
み
る

こ

と

は
､

わ

が

国
の

マ

ル

ク

ス

主
義

文
学
史
学
の

右
の

意
味
で

の

自
己

変
革
の

た

め

に

不

可
欠
な

作
業
の

ひ

と

つ

で

あ

る
､

と

思
わ

れ
る

｡

し

か

し
､

こ

の

ば

あ
い

､

マ

ル

ク

ス

主
義
と

い

う

前
提
の

共
通
性
の

ゆ
え

に
､

現
実
に

は

歴
史
的
問
題
状
況
を

異
に

す

る

で

あ

ろ

う
と
こ

ろ
の

諸
外
国
に

お

け

る

文
学
史
研
究
の

課
題
や

原
理

や

方
法
を

､

所
与
の

学
問
の

歴
史
性
へ

の

顧
慮
な

し
に

摂
取
す
る
こ

と

は

避

け

な

け

れ
ば

な

ら
な
い

で

あ

ろ

う
｡

小

論
で

は
､

お

よ

そ

以

上
の

よ

う
な

視
角
か

ら
､

ソ

連
科
学
ア

カ

デ
ミ

ー

文
学

･

言
語
部
に

お

け
る

最
近

【
一

九
五

七

年
前
後
か

ら

-
の

文

学
研
究
の

動
向
に

つ

い

て

概
観
を

試
み

､

主
に

文
学
史
研
究
の

領
域
に

お

け
る

研
究
意
識
上
の

若
干
の

主
要
特
徴
を

指
摘
し

て

み

ょ

う
と

し
た

｡

一

研

究
計
画
の

進
展

ソ

連
科
学
ア

カ

デ
ミ

1

文
学

･

言
語
部
に

お

け
る

文
学
研
究
は

､

い

わ

ゆ

る

ク

個
人

崇
拝
″

批
判
を

契
機
と

し

て

そ
れ

ま
で

の

い

わ

ば

知
的
萎

縮

か

ら

解
放
さ

れ

は

じ

め
て

以

来
､

き

わ

め

て

意
欲
的
か

つ

創
造
的
な

姿
勢

を

示

す
に

い

た
っ

た

よ

う
に

み

え

る
｡

そ

し
て

､

そ
の

研
究
意
識
の

う
え

3占10

で

の

最
大
の

特
徴
は

､

世
界
史
的
視
野
の

形
成
へ

の

努
力
に

あ

る
､

と

言

っ

て

よ
い

｡

科
学
ア

カ

デ
ミ

ー

文
学

･

言
語
部
で

は
､

ソ

連
共
産
党
第
二

〇
回

大
会

辞

鵬
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㌧

ゆ

(

五

六

牢
)

の

直
後

､

早
く

も
､

従

来
ほ

と

ん

ど

看
過
さ

れ

て

き

た

諸

問

題
の

研
究
に

着
手
し

は

じ

め
た

｡

す
な

わ

ち
､

同

部
は

､

文
芸
学
の

｢

基

本
的

科
学
的
問
題
+

と

し
て

､

第
一

に
､

芸
術
文
学
の

発
展
の

法
則
性

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

第
二

に
､

世
界
文
学
に

お

け
る

リ

ア

リ

ズ

ム

の

発
展
の

基
本
的
諸
段
階

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

第
三

に
､

社
会
主
義
リ

ア

リ

ズ

ム

の

方
法
の

発
生
と

発
展

､

第
四
に

､

諸

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

民

族
文
学
の

相
互

連

関
と

相
互

作
用

､

の

四

研
究
課
題
を

選
定
し

､

同
部

付
属
の

世
界
文
学
研
究
所
で

は

主
要
任
務
と

し
て

世
界
文
学
の

発
展
の

諸

法
則
性
の

研
究
を

あ

げ
､

第
一

に
､

個
々

の

民

族
文
学
の

研
究

､

第
二

に
､

諸
民

族
文
学
間
の

相
互

連
関
の

研
究

､

第
三

に
､

世
界
文
学
と

呼
ば

れ

る

(

1
)

現
象
の

成
立

､

内
容

､

形
式
の

研
究

､

の

三

方
針
を

掲
げ
た

｡

そ

し
て

､

右
の

諸
課
題
の

研
究
の

第
一

歩
と

し

て

五

七

年
四

月
に

は

｢

世
界
文
学
に

お

け

る

リ

ア

リ

ズ

ム

+

を

テ

ー

マ

と

す
る

討
議
集
会
が

開
催
さ

れ

た
｡

こ

の

集
会
お

よ

び
そ

の

前
後
に

展
開
さ

れ

た

討

議
は

､

従
来

､

解
決
ず
み

と

し

て

等
閑
視
さ

れ
て

き
た

き

ら
い

の

あ

る

リ

ア

リ
ズ

ム

の

諸
問
題
の

本
格

的
研
究
に

は

じ

め
て

と

り

く

む
と

い

う
画
期
的
意
義
を

も
つ

も
の

で

あ
っ

(

2
)

た
｡

そ

の

後
､

五

九
年
三

月
､

い

わ

ゆ
る

七
分

年
計

画
の

実
施

に

と

も

な

い
､

科
学
ア

カ

デ
､
､

､

-

文

学
･

言
語
部
は

､

第
二

一

回

党
大

会
(

五

九

年
)

に

よ
っ

て

提
起
さ

れ

た

新
た

な

文
化
建
設
の

任
務
に

こ

た

え

る

こ

と

を

目

的
に

､

一

九
五

九
-
六
五

年
の

七
カ

年
計
画
と

し
て

あ

ら

た

め

て

次

の

(

8
)

研
究
方

針
と

研
究
課
題
を

決

定

す
る

に

い

た
っ

た

(

言

語
学

関

係

は

割

愛
)

｡第
一

方

針

-
社
会
主
義
リ

ア

リ

ズ

ム

の

文
学
の

発
展

､

国
民
の

共
産

主
義
教
育
に

お

け

る

そ
の

役
割

､

古
典
的
芸
術
通
産
と
の

そ
の

連
関

｡

申

.

紳

ヽ

ヽ

研
究
課
題

-
心

文
学
と

社
会
主
義
社
会
の

人

間
の

教
育

､

仏

ソ

連

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

諸
民

族
の

ソ

ヴ
ュ

ト

文
学
の

発
展
の

法
則
性

､

御

世
界
文
学
に

お

け

る

社

会
主

義
リ

ア

リ
ズ

ム

の

成
立
と

発
展

､

榔

諸
民

族
の

リ

ア

リ
ズ

ム

の

伝
統

と

社
会
主

義
リ

ア

リ

ズ

ム

の

文
学

､

㈲

文
学
理

論
の

基
本
的
諸
問
題
お

よ

ぴ

ブ
ル

ジ

ョ

ア

文
学
理

論
の

批
判

｡

第
二

方

針

!
世

界
文
学
に

お

け
る

リ

ア

リ
ズ

ム

の

発
展
の

詔
段
階

｡

研
究
課
題
!

1
m

他
の

創
作
方
法
と
の

相
互

関
係
に

お

け
る

リ

ア

リ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ズ

ム
､

仏

文
学
上

の

ス

タ

イ
ル

の

発
展
の

法
則
性

､

胤
ロ

シ

ア

文
学

､

西
洋

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

お

よ
び

東
洋
の

文

学
に

お

け
る

リ
ア

リ

ズ

ム

の

発
展
の

基
本
的
諸
段
階

｡

第
三

方
針

-
諸
民

族
文

学
の

発
生

と

歴
史
的
発
展
の

法

則
性

､

そ
の

相
互

連
関
と

相
互

作
用

｡

研
究
課
題

-
仙

詔
比

族
文
学
の

歴
史
的
相
互

連
関
と

相
互

作
用

､

お

よ

び
マ

ル

ク

ス

主
義
文
芸
学
に

お

け

る
こ

の

間
題
の

研
究
の

方

法

論
､

仏
ロ

シ

ア
､

ド

イ

ツ
､

イ

タ

リ

ア
､

ア

メ

リ

カ

そ
の

他
の

個
々

の

民

族
文

学
の

歴
史
に

か

ん

す
る

普
遍
化
的
研

究
｡

第
四

方

針

-
民

衆
詩
の

歴
史
と

理

論
｡

研
究
課
題

-
ル
ソ

連
諸
民

族
の

叙
事
詩

､

惚
フ

ォ

ー

ク

ロ

ア

の

歴

史
的
発
展

､

仰

現

代
の

口

承
文
学

｡

以

上
が

､

七
カ

年
計
画
の

当
初
の

内
容
で

あ
っ

た

が
､

六

〇
年
に

は

新

た

に

｢

一

九
五

九
-
七

五

年
の

文
芸
学

･

言
語
学
に

か

か

わ
る

科
学
研
究

展
望
計
画
+

が

決
定
さ

れ
る

｡

こ

の

｢

展
望
計
画
+

は

総
じ
て

｢

共
産
主

義
建
設
の

時
代
の

文
化
発
展
+

と

｢

文
学
の

教
育
的
役
割
の

拡
大
+

の

要

請
に

こ

た

え
よ

う
と

す
る

も
の

で

あ

り
､

従
来
の

研

究
七
カ

年
計
画
に

さ

ら

に
､

人

民

民

主
主
義
諸
国
お

よ

び

資
本
主
義
諸
国
の

文
学
の

そ
れ

を

含

β9J
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む

社
会
主
義
リ

ア

リ

ズ

ム

の

問
題

､

古
典
芸
術
通
産
の

問
題
の

研
究
の

規

模
の

拡
大
と

水
準
の

向
上

､

ソ

連
邦
諸
民

族
文
学
史
お

よ

び

世
界
文
学
史

ヽ

ヽ

ヽ

の

編
述
と
い

う
諸

課

題
な

ど

を

新
た

に

加
え

､

全
体
と

し
て

一

二

の

研
究

(

1
)

方
針
か

ら

成
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

ま
た

､

六
一

年
に

は
､

ソ

連
の

学
術
が

最
短
期
間
に

あ

ら

ゆ

る

部
門
で

世
界
で

の

先
駆
的
地

位
を

占
め
る

べ

き
こ

(

5
)

と
を

要
請
し

た

党
中

央
委
員
会
と

政
府
の

決
定
に

応
じ
て

､

｢

マ

ル

ク

失
･

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

レ

ー

ニ

ン

主
義
文
芸
学
の

理

論
+

､

｢

社
会
主
義
世
界
体

制
と

世
界
文
学
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

発
展
の

新
し
い

法
則
性
+

(

傍
点

筆

者
､

以

下

同

断
)

の

二

研

究

方

針
を

(

6
)

再
追
加
す
る

に

い

た
っ

た
｡

そ

の

後
､

以

上

に

述
べ

た

研
究
方
針
お

よ

び

研
究
課
題
の

土
頚
部
分
は

変
更
さ

れ

て

い

な
い

よ

う
に

み

ら
れ

る

が
､

第
二

二

回

党

人

会
(

六
一

年
)

の

前
後
に

再
度

､

研

究
計
画
の

点
検
が

な
さ

れ
､

党
大
人
ム

が
ハ

止

め
た

文
化
建
設
に

参
加
す
べ

く
､

｢

共
産
主
義
社
会
の

文
化
の

建
設
に

低
桜
灼

意
義
を

も
つ

緊
要
な

理

品
上l勺

例
題
+

の

究
叫
に

ま

ず
力

そ

注
ぐ

と
い

う

観

点
か

ら

現
行
の

｢

科
学
研
究
七
力

叩
計
痢
+

に

れ
†
の

修
正

が

ほ

ど
こ

さ

(

7
)

れ
､

テ
ー

マ

の

廃
棄

､

追
加
が

な

さ

れ
て

い

る
｡

こ

の

間
､

主
な
も

の

だ

け

で

も
､

社
会
主
義
リ

ア

リ

ズ

ム

(

五

九

年
)

､

諸
民

族
文
学
の

相
互

連
関
と

相
互
作

用
(

六
一

年
)

等
の

問
題
に

つ

い

て

の

討
議
集
会
が

や
は

り

全
国
的
な

規

模
で

開
催
さ
れ

て

お

り
､

ま

た
､

こ

の

間
に

刊
行
さ

れ

た

注
目
す
べ

き

研
究
成
果
の

中
に

は
､

通

史
と

し

て

は
､

[
｢

｡

ロ

シ

ア

批
評
史
■]

(

二

巷
)

第
一

巻
(

五

八

年
)

､

第
二

巻
(

五

八

年
)

､

『

ロ

シ

ア

文
学
史
』

(

三

春
)

第
一

巻
(

五

八

年
)

､

第
二

巻
(

六

三

年
)

､

『

ロ

シ

ア
･

ソ

ヴ
ュ

ト

文
学
史
』

(

三

巻
)

第
一

巻
(

五

八

年
)

､

第
二

巻

(

]

ハ

○

埠
)

､

第
三

巻
(

六
一

年
)

を

は

じ

め

と

し
､

ギ

リ

シ

ア
､

ロ

ー

･
軸

マ

､

フ

ラ

ン

ス
､

ド

イ

ツ

の

多
巻
物
の

文
学
史
が

あ

り
､

リ

ア

リ

ズ

ム

研

究
で

は
､

リ

ア

リ
ズ

ム

討
議
集
会
の

報
告

･

発
言
を

収
録
し
た

『

世
界
文

学
に

ぉ

け

る

リ

ア

リ

ズ

ム

の

諸
問
題
』

(

五

九

年
)
､

『

社
会
主

義
リ

ア

リ

ズ

ム

と

古
典
通
産
』

(

六

〇

年
)

､

『

外
国
文
学
に

お

け
る

社
会
主

義
リ

ア

リ
ズ

ム

』

(

六

〇

年
)

､

『

一

九
世
紀
ロ

シ

ア

文
学
の

リ
ア

リ

ズ

ム

の

諸

問

題
』

(

六
一

年
)

､

『

リ

ア

リ

ズ
ム

と

他
の

創
作
方
法
と
の

そ

の

関
係
』

(

六

二

年
)

､

方

法
論
研
究
と

し
て

『

レ

ー

ニ

ン

と

文
芸
学
の

諸
問
題
』

(

六
一

年
)

が

あ

る

(

文

学
の

相
互

作
用
に

か

ん

す
る

研

究

成

果
に

つ

い

て

は

次

節
で

言
及
)

｡

(

1
)

〓

旨
e

C

↑

喜

A
H

C
C
C
P

-

C

e

勺

已

岳
↑
e

勺

当
u

毒
已

古

記
巳

監

(

以

下

〓

旨
e

n

T

喜

と

略
記
)

)

-

設
コ

ロ

F

芦
い

､

C

→

p
.

N

謡
-

N

N

γ

(

2
)

こ

の

集

会
で

は
､

た

と

え

ば
､

リ

ア

リ

ズ

ム

概
念
を
い

か

に

規

定

す
る

か
､

リ

ア

リ

ズ

ム

の

発
生

の

時

期

を

ど
の

時

代
に

お

く
か

､

そ

の

発
展
諸

段

階

を
い

か

に

把

握

す
る

か

等
の

問

題
が

論
じ

ら

れ
､

そ

れ

ら

の

問
題
が

ほ

と
ん

ど

未

解

決
の

ま

ま

に

す
ご

さ

れ

て

き

た
こ

と
が

あ

ら

た

め

て

自

覚
さ

れ

る

に

い

た
っ

た
｡

コ
勺
○

曾
e

巳

示
【

勺
e

監
守

彗
岩

切

…
勺

○

冒
斡

岳
↑

e

p

当
u

竜
E

)

-

漂
ジ

A
コ

C
C
C
P

参
照

｡

本

書
は

リ

ア

リ

ズ

ム

に

か

ん

す
る

討
議

集

会

で

の

報

告
･

発

言
を

収

録
し
た

も

の
｡

(

3
)

〓

岩
e

3

喜
)

-

ま
¢

)

夢
ヨ
･

い
一

っ
p

･
N

諾
r

(

4
)

H

b

声
一

-

諜
○

}

穿
】

コ
･

い
､

C

→

マ

N

旨

以

下
｡

(

5
)

宍
コ
C
C

O

只

ヨ
F

↑

岩
e

盲
勺
O

n

発
E
e

ヨ
告

告

E

顎
e

こ
貰
ぃ

ー

∩
→

p

.

蓋
い

参
照

｡

(

6
)

〓

富
男
→

喜
)

-

叢
-

)

写
【

コ
･

♪

c

T

マ

レ

竺

以

下
｡

晰

噸

盟 .e
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争

(

7
)

H

ビ

声
)

-

悪
N

)

ロ

ケ

ヨ
･

-

一
っ
p

･

∞

N
･

ち

な
み

に
､

こ

の

さ

い

､

あ

ま

り

緊

要
で

な
い

と

し

て
､

二

九
の

テ

ー

マ

が

廃

棄
さ

れ
､

三

〇

の

新

テ

ー

マ

が

加

え
ら

れ

た

と
い

う
｡

:

茫
(

r

コ
マ

や

〓

文
学
の

比

較
史
的
研
究
へ

の

動
き

｢

諸
民

族
文
学
の

相
互

連
関
と

相
互

作
用
+

と

呼
ば
れ

る

研
究
課
題
は

前
述
の

よ

う
に

五

七

年
に

は

す
で

に

研
究
計
画
の

一

部
と

し
て

提
起
さ

れ

(

1
)

て

い

た

の

で

あ

る

が
､

五

八

年
に

同
テ

ー

マ

に

つ

い

て

の

『

研
究
資
料
』

(

Ⅰ
･

ア

ニ

シ

モ

フ

以

下
一

一

名
の

研

究
者

集

団
の

作
成
に

な
る

も

の
)

が

発
表
さ

れ

た

の

を

手
は

じ

め
に

､

方
法
論
上

の

諸

問
題
に

か

ん

す
る

い

く
つ

か

の

論
文
が

あ
い

つ

い

で

発
表
さ

れ

た
｡

そ

し

て
､

六

〇
年
に

は

全

国
か

ら

四

〇
〇

名
を

越
え

る

文
学
研

究
者
が

集
っ

て

こ

の

テ
ー

マ

に

つ

い

て

の

討
議
集
会
が

開
か

れ

る

に

い

た
っ

た

(

こ

の

集

会

で

の

報

告
･

発

言

は

『

諸

民

族

文
学

の

相

互

連

関

と

相

互

作
用
』

と
い

う
書

名
で

刊
行
さ

れ

た
)

｡

本
節
で

は
､

こ

の

よ

う
な

研
究
課
題
が

い

か

な

る

文
学

事
象
を

､

い

か

な
る

方
法
で

､

い

か

な

る

理

由
や

意
図
か

ら

研
究
し

ょ

う
と

す
る

も

の

で

あ
る

の

か
､

を

観
察
し

て

み

た
い

｡

文
学
の

相
互

作
用
の

研
究
に

さ
い

し

て

だ

れ
で

も

す
ぐ

想
起
す
る
の

は

い

わ

ゆ
る

比

較
文
学
で

あ

る
｡

と
こ

ろ

が
､

こ

の

間
題
に

か

ん

し

て

発
言

し

て

い

る

ソ

連
の

ほ

と
ん

ど

す
べ

て

の

研
究
者
は

､

比

較
文
学
を

｢

主

観

主
義
的
+

､

｢

経
験
主
義
的
+

な
い

し

｢

ヨ

一

口

ブ

パ

中
心

主
義
的
+

な

学

問
と

し

て

拒
否
し

､

い

か

な
る

文
学
現
象
を

も

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
上

部
構

造
と

し

て
､

階
殻
闘
争
の

反
映
と

し

て

見
る

マ

ル

ク

ス

主
義
的
方
法
と
い

う
も

の

を
こ

れ

に

対

置
し

､

比

較
的
方
法
は

決
し

て

自

己

目

的
で

は

た

サ

l '

く
､

マ

ル

ク

ス

主
義
的
研
究
の

一

の

方
法
に

す
ぎ

な

い

こ

と

を

強

調

す

(

2
)

る
｡

し
か

し

な

が

ら
､

｢

相
互

連
関
+

や

｢

相
互

作
用
+

な

る

概

念
が

具

体
的
に
い

か

な
る

事
象
を

さ

す
も
の

と
､

ま

た
､

そ

れ

が

い

か

に

し
て

生

起
し

､

文
学
史
上
い

か

な

る

意
義
を

も
つ

も
の

､

と

理

解
す
る

か
､

さ

ら

に
､

右
の

研
究
課
題
の

も

と

に

な
に

を

明
ら
か

に

し

よ

う
と

す
る

か
､

等

の

諸
点
に

つ

い

て

は

論
者
の

意

見
は

一

致
し
て

い

な
い

｡

前
記
の

『

研
究
資
料
』

に

お
い

て

は
こ

の

｢

相
互

連
関
と

相
互

作
用
+

な
る

文
学
現
象
に

つ

い

て

の

理

論
的
究
明
は

な

さ
れ

て

い

な
い

が
､

全
体

と

し

て

は

そ

れ

は

広
い

意
味
で

の

｢

影
響
+

関
係
と

し
て

提
起
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

み

え
る

｡

そ

の

こ

と

は
､

当
面
の

研
究
課
題
例
と

し
て

､

シ

耳

イ

ク
ス

ビ

ア
､

ゲ
ー

テ
､

バ

ル

ザ
ッ

ク

あ

る

い

は
一

九
世
紀
ロ

シ

ア

文
学

な

ど

の

世

界
的
意
義

､

ソ

ダ
ニ

ト

文
学
の

国
際
的
連
関

､

ソ

連
諸
民

族
の

文
学
の

相
互
連
関
と

相
互

作
用

､

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
学
の

発
展
に

お

け
る

革

命
･

民
族
解

放
運
動
の

役
割

､

東
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
学
の

歴
史
的
意
義

､

ア

ジ

ア
､

ア

フ

リ

カ
､

ラ

テ
ン

･

ア

メ

リ

カ

の

諸
文
学
と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
学

の

比

較
史
的
研
究

､

た

と

え

ば
､

極
東
文
学
に

た
い

す
る

中
国
文
学
の

影

響
､

イ
ン

ド

文
学
の

世
界
的
意
義

､

ア

ラ

ブ

文
学
の

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

文
学

へ

の

影
響

､

ラ

テ
ン

･

ア

ノ
リ

カ

文
学
と

イ
ン

デ
ィ

オ

口

承
文

学
と
の

関
係

等
の

テ
ー

マ

が

例
示
さ

れ

て

い

る
こ

と

か

ら

も

推
察
さ

れ

る
｡

N
･

コ

ン

テ

ド

の

見
解
も

ほ

ぼ
こ

れ
に

近
い

｡

氏
は

論
文
『

現
代
の

比

(

3
)

較
文
芸
学
の

諸
問
題
』

に

お

い

て
､

｢

文
学
の

相
互

渉

透
+

､

あ

る

い

は

｢

国

際
的
文
学
連
関
+

が

世
界
的

規
模
に

お
い

て

文
学
発
展
に

重

要
な

役

割
を

果
た

し
て

い

る

こ

と

を

指
摘
す
る

と

と

も

に
､

｢

比

較
文
芸
学
+

の

も
っ

と

も

重
要
な

研

究

対

象
と

し

て

こ

の

｢

相
互

渉
透
+

を

あ

げ
､

ま

3 9 3
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ず
､

そ
の

事
実
そ

の

も

の
､

そ
の

歴
史
的
理

由
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

性
格

､

経
路

､

手
段

､

さ

ら

に

そ
の

細
見
を

究
明

す
べ

き
こ

と

を

主
張
し
て

い

る
｡

し

か

し

『

研

究
資
料
』

に

お

い

て

と

同
じ

く
､

コ

ン

ラ

ド
に

あ
っ

て

も
こ

の

｢

相
互

港

透
+

な

り

｢

+

な

り

が
一

般
に

い

か

な
る

法
則
的
要
因
に

よ
っ

て

可

能
に

な
る

か

と

い

う

問
題
に

は

あ

ま

り

注
意
を

は

ら
っ

て

い

な
い

よ

う
■
に

み

え
る

｡

コ

ン

ラ

ド

が

執
筆
を

担
当
し
た

『

世
界
史
』

(

ソ

連

科

学

ア

カ

デ
ミ

ー

版
)

第
六

巻
第
三

二

幸
｢

一

七

八

九
-

一

八
七

一

年
の

文
半
と
小

.ム

術
+

､

第
一

節
｢

文
学

･

芸
術
に

お

け

る

基
本
的
な

諸
過
程
と

謂

傾
向
+

は

と

く
に

一

項
を

設
け

て

｢

文
化
交
流
の

世
界
的
過
飛
+

の

糊
題
に

言
及

し
て

い

る

が
､

そ

こ

で

は
､

文
化
交
流
を

可
能
な
ら

し

め
■
た

要

因
な
い

し

そ
の

歴
史
的
理

由
と

し

て

は
､

世

界
の

経
済
的
接
触
の

拡
大

､

伝
退
手
段

(

4
)

の

発
展

､

人

的
交
流
の

機
会
の

増
大
が

指
摘
さ

れ
て

い

る

に

と

ど

ま
る

｡

し

か

し
､

コ

ン

テ

ド

も

｢

相
互

蓼
透
+

だ

け
が

｢

比

較
文
芸
学
+

の

唯

一

の

認
識
対

象
で

あ

る

と

主
眼
す

る

の

で

は

な
い

｡

氏
は

､

｢

比

較
文

芸

学
+

が

こ

の

は

か

に

も
､

過

去
に

煉
史
的
共
通
性
を

も

つ

詔

文

学
の

比

較
､

諸
民
族
文
学
の

比

較
顆
型
学
的
研
究

(

一

定
の

歴

史

的
共

通

性
の

中

で

生

ま

れ
た

現

象
を

対

象
と

し
､

そ

の

一

般

性

と

特

殊

性

と

を

究

明

す

る
)

､

な

ん

ら
の

共
通
性
も

連
関
も

な
い

諸
文
学
の

比

較
類
型

学

的

研

究

(

た

と

え

ば

東
西
の

聖

者

伝
に

つ

い

て

の

対

比

的

研

究
に

よ

っ

て

究
明
の

完
全

さ

を

は
か

る
)

､

相
互

に

無
関
係
な

諸
現

象
の

類
型
的
共

通

性
の

解

明

(

た

と

え

ば

東
西
の

軍

記

文

学
に

つ

い

て

類
型

的

等

質

性

を

把

握

す

る
し

等
々

の

研
究
を

め

ざ

す
べ

き

こ

と

を

主

張
し

て

も
い

る
｡

こ

れ

に

た
い

し
て

､

N
･

グ

ー

ヂ

ィ

は

論
文
『

ロ

シ

ア

の

革
命
前
お

よ

(

5
)

ぴ

ソ

ヴ
ュ

ト

の

科
学
に

お

け
る

文
学
の

比

較
研
究
』

に

お
い

て
､

文
芸
学

せ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

の

比

較
的
力

法
の

認
識
対

象
を

､

発
生

的
血

縁
性
や

影
響
や

借
用
な

ど

の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

心
細

T
+

は

か

か

わ

り

な

く
､

な

ん

ら
か

の

面
で

等
質
的
な
い

し

類
似
的
な

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

文
学
現
象
に

限
定
し

､

そ
の

対

比

(

｢

歴
史

顆
型

学

的

比

較
+

し
+

も

氏

は

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

呼
ぶ
)

に

ょ
っ

て

諸
民

族
文
学
の

独

自
性
と

文
学
史
発
展
の

一

般
的
現
象

と

を

把
捉
す
る
こ

と

を

研
究
の

目
的
と

し
て

主
張
し

て

い

る
｡

以

上
の

ま
っ

た

く

別
題
の

二

つ

の

見
解
に

た

い

し

て
､

ニ

ュ

ウ
ポ

コ

エ

ゾ
ァ

や
ジ

ル

ム

ン

ス

キ

ー

は

｢

相
互

湊
透
+

と

類
似
的
文
学
現
象
と
の

両

せ
を

｢

相
互

連
関
と

相
互

作
用
+

の

認
識
対

象
と

し
て

設
定
し

て

い

る
｡

し
か

し
､

そ

の

点
で

は

共
通

性
を

も

ち

な

が

ら
も

､

両
者
の

現

象
が

い

か

に

し
て

生

起
し

､

か
つ

両
者
が

い

か

な

る

関
係
に

立
つ

か
､

ま

た
､

そ

れ

ら
の

現
象
に

つ

い

て

な

に

を

認

識
課
題
と

な

す
か

､

の

点
で

は

両

氏
の

問

に

か

な

り
の

相
違
が

存
在
す
る

よ

う
に

み

え
る

｡

ま

ず
､

ニ

ュ

ウ

ポ
コ

エ

グ
ァ

は

論
文
『

諸
民

族
文
学
の

相
互

連

関
と

相

(

6
)

互

作

用
の

研
究
の

若
干
の

諸

問
題
』

に

お
い

て
､

文
学
的
連
関
と
い

う
も

の

を
､

｢

接
触
的
連
関
+

､

す
な

わ

ち

諸
民

族

文

学

間
の

交
流

､

と
､

｢

文

学
過

程
の

歴
史
的
に

条
件
づ

け

ら

れ

た

頬
似
性
に

よ

る

連

関
+

､

す
な

わ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ち
､

接
触
と

は

無
関
係
に

､

頸
似
の

歴

史
的
条
件
の

も

と

で

生

起
す
る

顆

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

似
の

文
学
現
象
の

発
生
と

発
展

､

の

二

種
に

区

別
し
て

と

ら
え

る
｡

そ

し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

て
､

氏
は

､

前
者
の

連
関
に

つ

い

て

は
､

た

と

え

ば

接
触
の

時
期

､

経

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

路
､

通

暁
度

､

評
価

､

交
流
の

実
体

､

お

よ

び

接
触
が

積
極
的
な

相
互

作

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

用
を

も

た

ら

す
も
っ

と

も

好
都
合
な

社
会
的

･

歴
史
的
条
件
お

よ

び

前
提

を

明
ら

か

に

す
る

こ

と
､

後
者
の

連
関
に

つ

い

て

は
､

そ
の

比

較
研
究
に

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

よ
っ

て

世
界
史
的
過
粒
の

｢

複
雑
な

単
一

性
+

を

認
識
し
､

社
会

･

芸
術

発
展
の

若
干
の

法
則

性
の

意
味
づ

け
を

得
る

(

た

と

え

ば
リ

ア

リ

ズ

ム

の

伸

輔

3 9 4
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発
展
の

法

則

性
に

つ

い

て

な

ど
)

こ

と
が

目

的
と

な

る

と

す
る

(

こ

の

ば

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

､

､

あ
い

は
､

頬
似
的

現

象
の

非

同

時

的

発
生

の
･
可

能
性

､

民

族

的

独

自

性
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

付

随
､

相
互

作

用
の

存
在

な

ど
の

諸

契

機
を

考

慮
す
る

よ

う

氏

は

注

意
し

て

い

る
)

｡

一

方
､

Ⅴ
･

ジ

ル

ム

ン

ス

キ

ー

は

論
文
『

文
学
の

比

較
史
的
研
究
の

諸

(

7
)

問
題
』

に

お
い

て
､

比

較
的
方

法
の

任
務
が

歴
史
現
象
問
の

頬
似
性
と

相

違
性
を

明
ら

か

に

し
､

か

つ

そ
れ

を

歴
史
的
に

説
明
す
る

こ

と
に

あ

る
､

と

主
張
し
た

う
え

で
､

相
互

連
関
と

相
互

作
用
な

る

文
学
現
象
の

生

起
に

つ

い

て

お

よ

そ

次
の

よ

う
に

の

べ

て

い

る
｡

す
な

わ

ち
､

生

産
力
と

生

産

関
係
の

類
似
の

状
況
に

規
定
さ

れ

た

社
会
的

･

政
治
的
諸
関
係
が

い

く
つ

か

の

地

域
に

相
似
的
特
徴
を

も
つ

類
型
を

発
生
さ

せ

る

よ

う
に

､

文
学
の

領
域
で

も

社
会
の

発
展
段
階
を

等
し

く

す
る

諸
民

族
に

ア

ナ
ロ

ジ

1

が

生

ま
れ

る

(

思

想

内

容
､

モ

テ

ィ

ー

フ
､

主

題
､

ス

タ

イ

ル

な

ど

に
)

｡

こ

の

ア

ナ
ロ

ジ

ー

は

直
接
的
な

相
互

作
用
と

は

無
関
係
に

生

じ
る

(

ジ

ル

ム

ン

ス

キ

ー

は

こ

れ

を

｢

歴

史

類

型

学

的
ア

ナ

ロ

ジ

ー

+

な
い

し

｢

歴
史

類

型
学
的

合

致
+

と

呼
ぶ
)

｡

伯
方

､

そ

れ
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

社
会
頚
城

の

不

均
等
性
か

ら

文
学
現
象
の

非
同
時
性
が

､

ま
た

所
与
の

ほ

族
の

特
殊

的
条
件
や

伝
統
か

ら
そ

の

民

族
的
性
樟
が

生

じ
､

そ
れ

ら

が

文
学
現

象
の

相
違
性
を

も

た

ら

す
｡

そ

し
て

､

氏
は
こ

の

｢

歴
史
顆
型

学
的
ア

ナ
ロ

ジ

ー
+

と

相
違
性
の

両
者
を

相
互
作
用
の

主
要
な

前

提
と

考
え
る

｡

し

か

し

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

て
､

ジ
ル

ム

ン

ス

キ

ー

に

ょ
れ

ば
､

い

っ

さ
い

の

イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

的
影
響

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

1

1

1

1

､

､

､

､

､

､

､

は

法
則
的
で

あ

り
､

社

会
的
に

規
定
さ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

は

外
か

ら
の

一

方
的
な

偶
然
的

･

機
械
的
衝
撃
と

し
て

起
こ

る

も

の

で

は

な
い

｡

影
哲
は

所
与
の

国
民
の

社
会

･

文
学
の

民

族
的
発
展
の

内
的
法
則
性
に

規
定
さ
れ

弓●

か
｡

す
な
わ

ち
＼

イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

移
入
へ

の

内
的
褒

求
や

類

似
の

潮
流
の

存
在
に

よ
っ

て

可
能
と

な
る

｡

こ

う
し
て

､

氏

は
､

｢

歴

史

類
型
学
的
合

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

致
と

文
学
的
相
互

作
用
と
は

相
互

に

弁
証
法
的
に

連
関
し
て

い

る
+

の

で

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

あ

り
､

し

た

が
っ

て
､

両
者
は

｢

文
学
発
展
の

過
程
に

お

け
る

同
一

の

歴

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

史
的
現
象
の

二

つ

の

側
面
+

と

し
て

考
察
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

と

主
張

(

S
し

す
る

｡

た

だ

し
､

社
会

･

文
学
発
展
の

類
似
の

要
求
や

動
向
に

起
因
し
な

い

作
用
現
象
(

た

と

え

ば
ロ

マ

ン

主

義
へ

の

シ

ェ

イ

ク

ス

ビ

ア

の

作

用
)

に

つ

い

て

は
､

氏
は

こ

れ

を

｢

相
互

連
関
と

相
互

作

用
+

で

は

な

く

て

｢

一

面
的
連
関
+

あ
る

い

は

｢

過

去
の

文
学
遺
産
の

創
造
的
利
用
+

と

し

て

別
個
に

と

り

あ
つ

か

う
ぺ

き
だ

と

す
る

｡

と
こ

ろ

で
､

氏
に

よ

れ

ば
い

っ

さ

い

の

文
学
的
影

響
と
い

う

も
の

は

受

容
者
側
に

よ

る

創
造

的
改

作
を

意
味
す
る

｡

か

く

て
､

ジ

ル

ム

ン

ス

キ

ー

は
､

文
学
の

比

較
史
的
研

究
が

､

文
学
現
象
の

類
似
性
と

同
時
に

そ
の

相

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

違

性
お

よ
び

そ

の

歴
史
的
条
件
の

究
明
を

重

要
課
題
と

す
､

ぺ

き
こ

と

を

主

張
す
る

｡

と
こ

ろ
で

､

類
似
的
文
学
現

象
と

文
学
問
の

相
互
作
用
と

の

関
係
に

つ

い

て

は

他
の

論
者
は

必

ず
し
も
ジ

ル

ム

ン

ス

キ

ー

と

同
じ

意
見
を

も
っ

て

は

い

な
い

｡

ニ

ュ

ウ
ポ

コ

エ

プ
ァ

の

ば

あ
い

は
､

前
記
の

二

種
の

連
関
が

相

互
に

関
連
し

あ
っ

て

い

る

と

し
て

､

そ
の

統
一

的

考
察
が

重

要
な
こ

と

を

指
摘
し
て

は
い

る

が
､

｢

接
触
的
連
関
+

が

｢

歴
史
顆
型

学

的
ア

ナ
ロ

ジ

ー
+

の

存
在
を

前
提
に

す

る

と

は

考
え

て

い

な
い

よ

う
で

あ
る

｡

言
及

さ

れ

た
か

ぎ
り

で

は
､

ジ

ル

ム

ン

ス

キ
1

の

ば
あ

い

と

は

逆
に

､

｢

接
触

的
連
関
+

が

顆
似
的
文
学
現
象
の

起
因
た

り

う
る

こ

と

が

指

摘
さ

れ

て

い

る

に

す
ぎ

な
い

｡

こ

の

点
で

ほ
､

ニ

ュ

ウ
ポ

コ

ユ

ダ
ァ

の

立

場
は

､

諸

ヲ9 ,う



一

橋論叢 第五 十 二 巻 第四 号 ( 7 8 )

民

族
文

や
の

八

適
作
が

文
学
の

｢

相
互

湊
透
+

な
い

し
､

歴
史
的
薙

付
や

直
面

す
る

課
掴
の

共
通

化
か

ら

発
生

す
る

と

説
く
コ

ン

ラ

ド

の

そ

れ

(

前

出

論

文
)

に

近
い

｡

こ

れ

に

た
い

し
､

『

研

究

資
料
』

で

は
､

所
与
の

例

の

類
似
現
食
の

発
生
の

原

因
と

し
て

他
国
の

影
響
は

認
め

ず
､

も
っ

ば
､

り

所
与
の

凶
の

何
州
応
す
る

経
済

･

社
会

･

政
治

･

文
化
的
基
盤
を

指
摘
す

る
｡

た

だ

し
､

影
響
を

可

能
な

ら

し

め
る

要
因
に

つ

い

て

は

言
及

し
て

い

な
い

｡

以

上
の

よ

う

な

方
法
論
上
の

見
解
の

多
様
さ

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

｢

諸

民

族
文
学
の

相
互

連
関
と

相
互

作
用
+

の

研
究
課
題
の

滋
味
づ

け
に

か

ん

し

て

は

ほ

ぼ

共
通
の

も
の

が

み

ら

れ

る

と

言
っ

て

よ

い

よ

う
で

あ

る
｡

そ

の

第
一

は
､

従

来
の

ソ

連
文
学
史
学
に

お
い

て

軽
視
さ

れ
､

あ

る

ば

あ
い

に

は

拒
香
す
ら
さ

れ
､

そ
の

た

め
た
往
々

に

し
て

文
学
史
像
の

歪
曲
や

叩

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

究
上
の

図
式
主
義
が

も

た

ら

さ

れ

た

と

こ

ろ

の
､

文

学
現
象
仙
の

作
川

､

､

､

､

､

､

1

1

､

1

､

1

､

1

1

､

､

1

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

や
､

そ

の

民
族
文
学
史
の

枠
を
こ

え
て

の

地

位
の

究
明

を

目

的
と

す
る

比

､

､

､

,

､

1

､

､

､

､

､

､

,

､

､

､

(

9
)

較
史
的
研
究
の

必

要
性
と

妥
当
性
と

の

承
認
で

あ

る
｡

琴
一

は
､

世
界
史

的
視

野
に

お

け

る

文
学
史
研
究

､

と

り

わ

け

『

世
界
文
学
史
』

の

編
述
と

い

う

課
題
の

遂
行
に

不

可
欠
な

方
法
と

し

て

こ

れ

を

自
覚
し
て

い

る
､

と

い

う
点
で

あ
る

｡

第
三

と

し

て

は
､

諸
民

族
文
学
の

相
互

連
関
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